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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の像信号を検出すると共に、光学系が形成する光学像を光電変換する撮像素子と、
　前記撮像素子によって検出された前記一対の像信号の位相差から焦点検出を行う第１の
焦点検出手段と、
　前記撮像素子によって光電変換された前記光学像のコントラストから焦点検出を行う第
２の焦点検出手段と、
　外装の一部として構成され、前記撮像素子によって光電変換された前記光学像を表示す
る表示手段と、
を備え、
　動画撮影モードと静止画撮影モードとで動作可能な光学機器であって、
　前記動画撮影モード時に、前記第２の焦点検出手段が行う前記光学系のウォブリングに
よる前記表示手段に表示される画像の像倍率変化が閾値以上の場合は前記第１の焦点検出
手段による焦点検出を行い、前記像倍率変化が前記閾値未満の場合は前記第２の焦点検出
手段による焦点検出を行う制御を実施する制御手段を備えることを特徴とする光学機器。
【請求項２】
　前記制御は、前記表示手段が前記撮像素子によって光電変換された前記光学像を表示し
ている状態において実行されることを特徴とする請求項１に記載の光学機器。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記第１の焦点検出手段が行う焦点検出の精度が所定の閾値未満の場
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合に、前記制御を実施し、前記第１の焦点検出手段が行う焦点検出の精度が前記所定の閾
値以上の場合には前記第１の焦点検出手段による焦点検出を行う制御を実施することを特
徴とする請求項１又は２に記載の光学機器。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記静止画撮影モード時に、前記第１の焦点検出手段が行う焦点検出
の精度が前記所定の閾値未満の場合には前記第２の焦点検出手段による焦点検出を行う制
御を実施することを特徴とする請求項３に記載の光学機器。
【請求項５】
　前記光学機器は、前記光学系を有する交換レンズが着脱可能に装着されるカメラ本体で
あることを特徴とする請求項１乃至４のうち１項に記載の光学機器。
【請求項６】
　前記光学機器は、前記光学系を有する交換レンズと、前記交換レンズが着脱可能に装着
されるカメラ本体と、を有することを特徴とする請求項１乃至４のうち１項に記載の光学
機器。
【請求項７】
　撮像素子と、外装の一部として構成され、前記撮像素子によって光電変換された光学像
を表示する表示手段と、を備え、動画撮影モードと静止画撮影モードとで動作可能な光学
機器を利用して自動焦点調節を行う方法であって、
　前記撮像素子を用いて、一対の像信号を検出するステップと、
　前記撮像素子を用いて、光学系が形成する光学像を光電変換するステップと、
　第１の焦点検出手段を用いて、前記撮像素子によって検出された前記一対の像信号の位
相差から焦点検出を行うステップと、
　第２の焦点検出手段を用いて、前記撮像素子によって光電変換された前記光学像のコン
トラストから焦点検出を行うステップと、
　制御手段を用いて、前記動画撮影モード時に、前記第２の焦点検出手段が行う前記光学
系のウォブリングによる前記表示手段に表示される画像の像倍率変化が閾値以上の場合は
前記第１の焦点検出手段による焦点検出を行い、前記像倍率変化が前記閾値未満の場合は
前記第２の焦点検出手段による焦点検出を行う制御を実施するステップと、を有すること
を特徴とする方法。
【請求項８】
　前記制御は、前記表示手段が前記撮像素子によって光電変換された前記光学像を表示し
ている状態において実行されることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記制御手段を用いて、前記第１の焦点検出手段が行う焦点検出の精度が所定の閾値未
満の場合に、前記制御を実施し、前記第１の焦点検出手段が行う焦点検出の精度が前記所
定の閾値以上の場合には前記第１の焦点検出手段による焦点検出を行う制御を実施するス
テップを更に有することを特徴とする請求項７又は８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記制御手段を用いて、前記静止画撮影モード時に、前記第１の焦点検出手段が行う焦
点検出の精度が前記所定の閾値未満の場合には前記第２の焦点検出手段による焦点検出を
行う制御を実施するステップを更に有することを特徴とする請求項９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、撮像素子の一部に位相差検出用画素を設け、これを利用した位相差検出
方式の自動焦点調節（ＡＦ）（いわゆる撮像面位相差ＡＦ）を実現する撮像装置を提案し
ている。特許文献２は、撮像面位相差ＡＦとコントラストＡＦ（以下、「ＴＶ－ＡＦ」と
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称する場合もある）の２つの焦点検出方式を併用する撮像装置を提案している。特許文献
３は、撮像面位相差ＡＦの焦点検出精度の算出方法について提案している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－３１２２号公報
【特許文献２】特開２０１０－２８２０８５号公報
【特許文献３】特開２０１０－１３９９４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一般的に位相差ＡＦの合焦精度はＴＶ－ＡＦの合焦精度に比べて低く、特許文献１の方
法では合焦精度が低くなりやすい。特許文献２の方法では、Ｆ値が大きい場合などフォー
カスレンズのウォブリング量が大きくなると、ライブビュー撮影中の画像や動画撮影によ
り撮影された画像の像倍率変化が顕著になり、見苦しい画像となることがある。例えば、
撮像面位相差ＡＦを行うカメラ本体にＴＶ－ＡＦを行う交換レンズが装着された場合にＡ
Ｆ方式をどのように選択するかが問題となる。
【０００５】
　本発明の例示的な目的は、撮像面位相差ＡＦとＴＶ－ＡＦのうちから焦点検出方式を適
当に選択可能な光学機器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の光学機器は、一対の像信号を検出すると共に、光学系が形成する光学像を光電
変換する撮像素子と、前記撮像素子によって検出された前記一対の像信号の位相差から焦
点検出を行う第１の焦点検出手段と、前記撮像素子によって光電変換された前記光学像の
コントラストから焦点検出を行う第２の焦点検出手段と、外装の一部として構成され、前
記撮像素子によって光電変換された前記光学像を表示する表示手段と、を備え、動画撮影
モードと静止画撮影モードとで動作可能な光学機器であって、前記動画撮影モード時に、
前記第２の焦点検出手段が行う前記光学系のウォブリングによる前記表示手段に表示され
る画像の像倍率変化が閾値以上の場合は前記第１の焦点検出手段による焦点検出を行い、
前記像倍率変化が前記閾値未満の場合は前記第２の焦点検出手段による焦点検出を行う制
御を実施する制御手段を備えることを特徴とする。
　また、本発明の他の一側面としての自動焦点調節を行う方法は、撮像素子と、外装の一
部として構成され、前記撮像素子によって光電変換された光学像を表示する表示手段と、
を備え、動画撮影モードと静止画撮影モードとで動作可能な光学機器を利用して自動焦点
調節を行う方法であって、前記撮像素子を用いて、一対の像信号を検出するステップと、
前記撮像素子を用いて、光学系が形成する光学像を光電変換するステップと、第１の焦点
検出手段を用いて、前記撮像素子によって検出された前記一対の像信号の位相差から焦点
検出を行うステップと、第２の焦点検出手段を用いて、前記撮像素子によって光電変換さ
れた前記光学像のコントラストから焦点検出を行うステップと、制御手段を用いて、前記
動画撮影モード時に、前記第２の焦点検出手段が行う前記光学系のウォブリングによる前
記表示手段に表示される画像の像倍率変化が閾値以上の場合は前記第１の焦点検出手段に
よる焦点検出を行い、前記像倍率変化が前記閾値未満の場合は前記第２の焦点検出手段に
よる焦点検出を行う制御を実施するステップと、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、撮像面位相差ＡＦとＴＶ－ＡＦのうちから焦点検出方式を適当に選択
可能な光学機器を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
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【図１】本実施形態のカメラシステムのブロック図である。
【図２】本発明の露出制御及び絞り駆動の動作を示すフローチャートである。（実施例１
）
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１は、本実施形態の撮像システムとしてのカメラシステム（光学機器）のブロック図
である。カメラシステムは、交換レンズ１００と、交換レンズが着脱可能に装着される撮
像装置（光学機器）としてのカメラ本体２００を有する。
【００１０】
　１００ａ、２００ａは交換レンズ１００とカメラ本体２００を機械的に結合させるレン
ズマウントとカメラマウントである。レンズマウント１００ａはレンズマウント凹部１０
０ｃを有し、このレンズマウント凹部１００ｃにカメラ本体２００からロックピン２１２
を挿入することで交換レンズ１００のカメラ本体２００からの取り外しを規制している。
ロック解除ボタン２１４を押すとそれに連動してロックピン２１２が交換レンズ１００か
ら脱出し、交換レンズ１００はカメラ本体２００から取り外し可能となる。１００ｂ、２
００ｂは交換レンズ１００とカメラ本体２００の間で電気的な通信を可能とさせるための
接点である。
【００１１】
　交換レンズ１００は、複数の光学レンズユニットにより構成される撮像光学系１０１を
有し、物体の光学像を形成する。撮像光学系１０１は、フォーカスレンズユニット（以下
、単に「フォーカスレンズ」という）１０１ａやズームレンズユニット（以下、単に「ズ
ームレンズ」という）１０１ｂを有する。フォーカスレンズ１０１ａは、光軸１２０の方
向に移動して焦点調節を行い、ウォブリング（微小駆動）が可能である。ズームレンズ１
０１ｂは、光軸１２０の方向に移動して焦点距離を変更する。
【００１２】
　自動焦点調節（ＡＦ）を行う際には、ＡＦアクチュエータ１０２からの駆動力によって
フォーカスレンズ１０１ａを光軸方向の複数位置に移動させる。ＡＦアクチュエータ１０
２には、フォーカスレンズ１０１ａの現在位置を検出する位置検出手段としての機能が備
わっている。そして、各フォーカスレンズ位置における被写体像のコントラスト評価値か
ら合焦位置を判定し、フォーカスレンズ１０１ａを合焦位置に移動させる。
【００１３】
　具体的には、カメラ制御回路２０５からの制御信号が接点１００ｂ、２００ｂを介して
、交換レンズ制御回路１０７に伝えられる。交換レンズ制御回路１０７は、ＣＰＵなどの
マイクロコンピュータから構成され、交換レンズ１００の動作を制御する制御手段である
。その後、交換レンズ制御回路１０７から制御信号に応じた駆動信号がフォーカスレンズ
駆動回路１０９に送られる。
【００１４】
　フォーカスレンズ駆動回路１０９は、駆動信号とＲＯＭ１０６に記録されたフォーカス
レンズ位置情報とに基づいてＡＦアクチュエータ１０２を駆動する。この結果、フォーカ
スレンズ１０１ａが光軸方向に移動させる。ＡＦアクチュエータ１０２にはそれに同期し
て回転する不図示のパルス板が取り付けられている。ＡＦアクチュエータ１０２が駆動さ
れると、ＡＦアクチュエータ１０２のパルス板が回転し、パルス板に設けられたスリット
の変化を不図示のフォトインタラプタで検出する。
【００１５】
　フォトインタラプタの検出信号は交換レンズ制御回路１０７に伝えられる。そして、Ｒ
ＯＭ１０６に記録されたフォーカスレンズ位置情報とインタラプタの検出信号とに基づい
てフォーカスレンズの位置情報を得る。
【００１６】
　フォーカスレンズ位置情報が交換レンズ制御回路１０７から接点２００ｂ、１００ｂを
介してカメラ制御回路２０５に伝えられる。カメラ本体２００の撮像素子２０１で被写体
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像を撮像し、カメラ制御回路２０５で被写体像の評価値（コントラスト値）を演算する。
【００１７】
　このようにして、カメラ制御回路２０５は、複数のフォーカスレンズ位置の情報と各フ
ォーカスレンズ位置における被写体像の評価値を取得する。カメラ制御回路２０５は、こ
れら二種類の情報から、評価値が最大となる合焦位置にフォーカスレンズ１０１ａを移動
させる（ＴＶ－ＡＦ）。
【００１８】
　なお、現在位置から合焦位置がある方向（合焦方向）を判別するにはフォーカスレンズ
１０１ａを光軸上でウォブリングしてコントラスト値の高くなる方向を合焦方向と判別す
る。
【００１９】
　カメラ制御回路２０５は、ズーム位置状態（焦点距離）、フォーカス位置状態（被写体
距離）、絞り状態等の状態毎に複数のウォブリング量の情報を用意し、各状態に適したウ
ォブリング量の値を用いてフォーカスレンズ１０１ａのウォブリングを行う。
【００２０】
　ウォブリング量は、被写界深度（合焦幅）に起因する。このため、ズーム位置のテレ側
よりもワイド側で、被写体距離の近距離側よりも遠距離側で、絞りは開放状態よりも小絞
り状態で、フォーカスレンズ１０１ａのウォブリング（デフォーカスさせる動作）を大き
くする必要がある。ウォブリングにより、撮像素子２０１の結像面上でのピント合致の方
向判別を行うことができる。
【００２１】
　焦点距離を変更する場合は、交換レンズ外周面に設けられた不図示のズームリングを回
転し、ズームレンズ１０１ｂを光軸方向に移動させる。ズームリングが回転されると、ズ
ームリング内周に設けられたカム溝に沿ってズームポジションを検知するリニアポジショ
ンセンサー１０４の検出部が光軸１２０方向に進退し、ズームポジションを検知する。検
知されたズームポジションは交換レンズ制御回路１０７に送られ、接点２００ｂ、１００
ｂを介してカメラ制御回路２０５へ送られる。この結果、カメラ制御回路２０５は焦点距
離情報を得ることができる。焦点距離が変更されると、ＲＯＭ１０６に記録された情報に
基づき、フォーカスレンズ１０１ａの位置も自動的に変更され、同じ被写体距離にピント
が合い続ける。なお、ＲＯＭ１０６は、交換レンズ制御回路１０７に内蔵されていてもよ
い。
【００２２】
　光量調整は、絞り１０５を駆動させることで行う。絞り１０５は、複数の絞り羽根を有
する。カメラ制御回路２０５からの制御信号が接点１００ｂ、２００ｂを介して交換レン
ズ制御回路１０７に伝わると、交換レンズ制御回路１０７が絞り駆動回路１０８に駆動信
号を送る。絞り駆動回路１０８は、該駆動信号を受けると不図示の絞りアクチュエータを
作動させ、絞り羽根を駆動する。これにより光通過口となる開口面積（絞り口径）を変化
させ光量を調整する。
【００２３】
　カメラ本体２００は、撮像素子２０１、光学的ローパスフィルタ２０２、駆動／制御系
を有する。本実施例のカメラ本体２００は、ハーフミラーによってファインダーに光路を
導かないミラーレスのカメラである。
【００２４】
　撮像素子２０１は、撮影光学系が形成した光学像を光電変換する複数の撮影用画素を有
する。撮像素子２０１はＣ－ＭＯＳセンサとその周辺回路で構成され、横方向ｍ画素、縦
方向ｎ画素の受光ピクセル上に１つの光電変換素子が配置される。撮像素子２０１は、全
画素独立出力が可能なように構成されている。
【００２５】
　また、撮像素子２０１の一部の画素は焦点検出用画素となっており、撮像面位相差ＡＦ
が可能となっている。複数の焦点検出用画素は全体として撮影レンズの射出瞳の全域を通



(6) JP 5896763 B2 2016.3.30

10

20

30

40

50

る光を受光することができる。例えば、撮像素子２０１は、２行×２列の画素のうち、対
角に配置される一対のＧ画素は撮影用画素として残し、Ｒ画素とＢ画素を焦点検出用画素
に置き換える。また、１つの画素を焦点検出用画素、撮影用画素の両方で用いてもよい。
この場合、撮像素子２０１の一部でなく、全ての画素を焦点検出用画素、撮影用画素とし
て用いることができる。
【００２６】
　光学的ローパスフィルタ２０２は、撮影画像の偽色やモアレを軽減する。
【００２７】
　駆動／制御系は、撮像素子駆動回路２０３、画像処理回路２０４、カメラ制御回路２０
５、表示装置２０６、ＲＯＭ２０７、撮像面位相差焦点検出部２０８、コントラスト焦点
検出部２０９、操作スイッチ群（ＳＷ）２１０、メモリ２１１を有する。
【００２８】
　撮像素子駆動回路２０３は、撮像素子２０１の動作を制御するとともに、取得した画像
信号をＡ／Ｄ変換してカメラ制御回路２０５に送信する。画像処理回路２０４は、撮像素
子２０１が取得した画像のγ変換、カラー補間、ＪＰＥＧ圧縮などを行う。
【００２９】
　カメラ制御回路２０５は、カメラ制御回路２０５は、ＣＰＵ等のマイクロコンピュータ
から構成されている制御手段であり、カメラ本体２００に係る全ての演算、制御を行う。
例えば、カメラ制御回路２０５は、特許文献３の方法あるいは他の既知の方法を用いて撮
像面位相差ＡＦの焦点検出精度を算出する。また、後述するように、カメラ制御回路２０
５は、ＴＶ－ＡＦにおけるウォブリング量を求める。更に、カメラ制御回路２０５は、像
倍率変化を求める。
【００３０】
　カメラ制御回路２０５は接点１００ｂ、２００ｂを介してレンズ制御回路１０７にレン
ズ位置の取得や所定の駆動量でのレンズ駆動要求を発行したり、ＲＯＭ１０６に記録され
た交換レンズ１００の固有のレンズ情報を取得したりする。カメラ制御回路２０５には、
カメラ動作を制御するプログラムと、カメラ情報を格納したＲＯＭ２０７、変数を記憶す
る不図示のＲＡＭ、諸パラメータを記憶する不図示のＥＥＰＲＯＭが内蔵されている。
【００３１】
　表示装置２０６はＬＣＤなどから構成され、カメラの撮影モードに関する情報、撮影前
のプレビュー画像と撮影後の確認用画像、焦点検出時の合焦状態表示画像などを表示する
表示手段である。また、表示装置２０６は、静止を撮影する際に画像を逐次表示するライ
ブビューモードに対応することができる。また、表示装置２０６は撮影中の動画を表示す
ることができる。
【００３２】
　ＲＯＭ２０７に記録されたカメラ情報は、撮像面位相差ＡＦ時の精度を演算する際に用
いる、撮像素子２０１の撮像画面サイズ（撮像素子の縦、横、対角の寸法）、画素の数、
画素サイズ、撮像画面の許容錯乱円径の各情報を含む。更に、カメラ制御回路２０５は、
ＲＯＭ２０７に格納したプログラムにより図２に示す焦点検出処理を実行する。
【００３３】
　撮像面位相差焦点検出部（第１の焦点検出手段）２０８は、撮像光学系１０１の一対の
瞳領域を通過する光束により焦点検出用画素に形成される一対の像の位相差（ずれ量）を
取得し、その位相差に基づいて撮像面位相差ＡＦを行う。この結果、撮像面位相差焦点検
出部２０８は合焦位置を高速で検出することができる。撮像面位相差ＡＦの原理は、特許
文献１の図５～７、図１６などにおいて説明されているものと同様である。なお、撮像面
位相差焦点検出部２０８はカメラ制御回路２０５と一体であってもよい。
【００３４】
　ＴＶ―ＡＦ焦点検出部（第２の焦点検出手段）２０９は、画像処理回路２０４からカメ
ラ制御回路２０５が取得した高周波成分の信号値（評価値）によりＴＶ―ＡＦを行い、評
価値が最大となる合焦位置を高精度に検出する。なお、ＴＶ－ＡＦ焦点検出部２０９はカ



(7) JP 5896763 B2 2016.3.30

10

20

30

40

50

メラ制御回路２０５と一体であってもよい。
【００３５】
　操作ＳＷ２１０は、電源スイッチ、レリーズ（撮影トリガ）スイッチ、撮影モード選択
スイッチ、ＩＳＯ感度設定スイッチ等で構成される。撮影モード選択スイッチは、静止画
撮影を行う静止画撮影モードと動画撮影を行う動画撮影モードを選択することができる。
メモリ２１１は、着脱可能なフラッシュメモリで、撮影済み画像を記録する。
【００３６】
　以下、図２を参照して、カメラ制御回路２０５による焦点検出動作について説明する。
図２において、「Ｓ」はステップの略である。図２は、カメラ制御回路２０５が実行する
焦点検出処理を説明するためのフローチャートであり、ＲＯＭ２０７に格納されている。
図２に示すフローチャートはコンピュータに各ステップの機能を実行させるためのプログ
ラムとして具現化が可能である。
【００３７】
　ユーザーによる操作ＳＷ２１０の操作によって撮影が開始され、ライブビュー中または
動画撮影中になると焦点検出処理を開始する（Ｓ１）。なお、本発明は、カメラ本体２０
０に一体または別体に取り付けられた電子ビューファインダーに画像を表示しても発明の
効果は維持される。なお本実施例のカメラはミラーレスであるが、ハーフミラーを有しフ
ァインダーに光束を導く一眼レフカメラにおいてもミラーアップしてライブビュー中また
は動画撮影中であれば発明の効果を有する。
【００３８】
　次に、カメラ制御回路２０５は、レンズ制御回路１０７にレンズ情報を送信するように
要求し、レンズ制御回路１０７からレンズ情報を受信する（Ｓ２）。ここで、「レンズ情
報」は焦点距離、フォーカス位置（被写体距離）、絞り径、像倍率データ、フォーカスレ
ンズの駆動分解能を含む。像倍率データは、フォーカスレンズ１０１ａを所定量駆動した
時の像倍率変化量であり、この量は焦点距離、フォーカス位置に応じて変わるため、各焦
点距離、フォーカス位置毎のデータである。
【００３９】
　また、カメラ制御回路２０５は、撮像面位相差ＡＦの焦点検出精度（以下Ａとする）を
、例えば、特許文献３の式（２）から求める（Ｓ４）。
【００４０】
　また、カメラ制御回路２０５は、レンズ情報に含まれる絞り状態と焦点距離、フォーカ
スレンズの駆動分解能からＴＶ－ＡＦ時のウォブリング量（以下Ｂとする）を演算する（
Ｓ５）。例えば、絞り１０５の口径と焦点距離からＦ値を計算し、許容錯乱円径をδとす
ると焦点深度Ｃは次式で与え与えられる。
【００４１】
　焦点深度Ｃ＝１／４×δ×Ｆ値　　　　　　　　　　（１）
　そこで、カメラ制御回路２０５は、数式（１）から求められた結果に基づいてウォブリ
ング量Ｂを決定する。ただし、ウォブリング量Ｂはフォーカスレンズの駆動分解能の整数
倍となる。理想的には人の目にはピントがズレていないように見えてＴＶ－ＡＦが可能で
あること、つまり焦点深度Ｃ未満の量だけウォブリングしてフォーカスレンズ１０１ａの
合焦方向を検出することが望ましい。しかしながら、カメラのコントラストの検出限界お
よびフォーカスレンズ１０１ａの駆動分解能によってはウォブリング量Ｂを焦点深度Ｃよ
りも大きくする必要がある場合もある。
【００４２】
　次に、カメラ制御回路２０５は、Ｓ２で得た焦点距離、フォーカス位置と像倍率データ
からフォーカスレンズ１０１ａを所定量動かした時の像倍率変化量（以下Ｄとする）を演
算する。そして、カメラ制御回路２０５は、この演算結果とＳ５で決定したウォブリング
量ＢからＴＶ－ＡＦ時の像倍率変化量（以下Ｅとする）を演算する（Ｓ６）。像倍率変化
量ＥはＥ＝Ｂ×Ｄで与えられる。
【００４３】
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　なお、フォーカスレンズ１０１ａを所定量駆動した時の像倍率変化量Ｄは撮像光学系１
０１により変化する量であり、予め計算して表１に示す像倍率データとしてＲＯＭ１０６
に記録しておく。表１内のｘ１１等は全てフォーカスレンズ１０１ａを所定量駆動した時
の像倍率変化量Ｄである。
【００４４】
【表１】

【００４５】
　次に、カメラ制御回路２０５は、Ｓ４で演算した撮像面位相差ＡＦにおける焦点検出精
度Ａと、Ｓ６で演算したＴＶ－ＡＦ時の像倍率変化量Ｅと、ＲＯＭ２０７に格納されてい
るＡＦ選択データから撮像面位相差ＡＦまたはＴＶ－ＡＦを選択する（Ｓ７）。
【００４６】
　ＡＦ選択データとしては、例えば、撮像面位相差ＡＦにおける焦点検出精度とＴＶ－Ａ
Ｆ時の像倍率変化量のマトリックスデータを持ち、どちらかの焦点検出手段が一義的に決
定されるようにする。そして、カメラ制御回路２０５は、選択したＡＦ方式を利用してＡ
Ｆを行う（Ｓ８またはＳ９）。
【００４７】
　例えば、一例として、カメラ制御回路２０５は、以下の表２で表されるマトリックスデ
ータに基づいて撮像面位相差ＡＦまたはＴＶ－ＡＦを選択する（Ｓ７）。ここでは、位相
差ＡＦの焦点検出精度Ａに第１の値を閾値として使用し、像倍率変化量Ｅに第２の値を閾
値として使用している。但し、それぞれに対して複数の閾値を使用してもよいし、表の代
わりに、縦軸に撮像面位相差ＡＦの焦点検出精度Ａ、横軸に像倍率変化量Ｅをとったグラ
フを使用してもよい。
【００４８】
【表２】

【００４９】
　表２においては、マトリックスデータは、撮像面位相差ＡＦの焦点検出精度が第１の値
以上で像倍率変化量が第２の値以上である場合は、ライブビューや動画撮影の画像が見苦
しい画像となることを防止するために、撮像面位相差ＡＦを設定している（Ｓ８）。一方
、マトリックスデータは、撮像面位相差ＡＦの焦点検出精度が第１の値未満で像倍率変化
量が第２の値未満である場合は、合焦精度の低下を防止するために、ＴＶ－ＡＦを設定し
ている（Ｓ９）。
【００５０】
　また、撮像面位相差ＡＦの焦点検出精度が第１の値未満で、かつ、像倍率変化量が第２
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ラの撮影モードやカメラの設定により変更させることができる。
【００５１】
　例えば、カメラの撮影モードがライブビューによる静止画の撮影中であれば合焦精度を
優先してＴＶ－ＡＦを選択し、動画撮影中であれば撮像面位相差ＡＦを選択してもよい。
また、動画撮影中であっても合焦精度を優先してＴＶ－ＡＦを選択してもよいし、ウォブ
リング量が大きくなることに鑑みて撮像面位相差ＡＦを選択してもよい。このように、ど
ちらを選択するか予めカメラで設定できるようにしてもよい。撮像面位相差ＡＦの精度が
第１の値以上で像倍率変化量が第２の値未満である場合も同様である。即ち、表２では撮
像面位相差ＡＦを一例として選択しているが、ＴＶ－ＡＦを選択してもよい。
【００５２】
　本実施形態によれば、撮像面位相差ＡＦとＴＶ－ＡＦのうちから焦点検出方式を適当に
選択可能な光学機器を提供することができる。
【００５３】
　以上、本発明の好ましい実施例について説明したが、本発明はこれらの実施例に限定さ
れず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　光学機器は、たとえば、デジタルカメラ、監視カメラ、ビデオカメラなどの撮像装置、
交換レンズとカメラ本体からなるカメラシステムに適用することができる。
【符号の説明】
【００５５】
２０１…撮像素子、２０８…撮像面位相差焦点検出部（第１の焦点検出手段）、２０９…
ＴＶ－ＡＦ焦点検出部（第２の焦点検出手段）、２０５…カメラ制御回路（制御手段）
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